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単元名 ローマ字①（東京書籍） 本時１／３時間 

本時のねらい 育成を目指すプログラミング的思考 

ローマ字について知り、表を参考にしながらローマ字表

記の原則を理解することができる。    （知・技） 

一般化 複数の物事の関係や規則に気付く。 

Stage1 

 

本時のねらいとプログラミング的思考との関連性 

本時の学習では、プログラミング的思考の一般化の思考を取り入れ、清音、濁音、拗音等のローマ字について、音

節の仕組みを考え、ローマ字の規則に気付く活動に取り組む。母音と子音の色を変えたローマ字表を活用するこ

とによって、ローマ字表記の原則を理解しやすくなり、本時のねらいを効果的に達成できる。 

学習ツール Viscuit Scratch スライド スプレッドシート 無 

プログラミング的思考に関する活動の流れ 
（展開を想定） 

●教師の発問・指示 
◇指導上の留意点 

※学習ツールを使用する際の留意点 

導 
入 

１ 教科書のローマ字表を見て、ローマ字と仮

名の表記の違いを理解する。 

 

 

 

 

２ 母音と子音が色別に示されたローマ字表を

見て、ローマ字の音節の仕組みに気付く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ローマ字表の空欄に当てはまるアルファベ

ットを考え、表記する。 

 

 

 

 

 

 

 

●「ローマ字を見て、どんなことに気付きますか。」 

◇「あ」「い」「う」「え」「お」「ん」は一字で表さ

れ、それ以外の仮名は子音と母音の組合せで表される

ことに気付かせる。 

 

 

●「ローマ字で書くときの決まりを見付けましょう。」 

※数種類あるスプレッドシートの中から、必要に応じて

印刷または Google Classroom等で配布し、児童が活

動できるよう準備しておく。 

※スプレッドシートは、実態に応じて、工夫を加えても

よい。 

◇濁音・半濁音は、日本語と異なり、別な子音が必要に

なることを理解させる。 

◇拗音はそれぞれの子音と母音の間に、yが入ることも

理解させる。 

◇ここでアルファベットの読み方にも触れることによ

って、外国語活動と併せた知識の定着を図る。 

 

 

 

●「空欄に当てはまるローマ字を書きましょう。」 

※スプレッドシートを印刷したものに直接書かせたり、

空書きさせたりし、できるだけたくさん書く機会を設

ける。 

◇２～３人で表記を確認させ、理解を深めることができ

るようにする。 
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